
○
文
教
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案

（
二
件
）

（
衆
）

は
提
出
時
の
先
議
院

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
　
　
考

102
国
会
18

日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
法
案

（
衆
）

 

六
〇
、
二
、
一

六
〇
、
一
一
、
二
五

六
〇
、
一
一
、
二
八

可
　
　
決
　
六
〇
、
一
一
、
二
九

可
　
　
決

六
〇
、
一
〇
、
一
四

六
〇
、
一
一
、
一

三

可
　
　
決

六
〇
、
一
一
、
一
四

可
　
　
決

百
二
回
国
会

　
衆
　
　
継
　
　
続

102
国
会
82

私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

"

四
、
二
〇　

一
二
、
九

　
　
一
二
、
一
九

修
　
　
正

　
　
一
二
、
二
〇

修
　
　
正

一
〇
、
一
四

　
　
一
二
、
四

可
　
　
決

　
　
一
二
、
六

可
　
　
決

百
二
回
国
会

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
考

101

国
会
11

学
校
教
育
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

久
保
　
亘
君

外
　
　
二
　
　
名

　
（
五
九
、
五
、
一
一
）

五
九
、
五
、
一
一　
　

継
　
続
　
審
　
査

101

国
会
16

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助

教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

粕
谷
照
美
君

外
　
　
一
　
　
名

　
　
　
（
七
、
六
）

七
、
六

継
　
続
　
審
　
査

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

衆
　
　
継
　
　
続

百
三
回
国
会
六
〇
、
一
二
、
九

参
本
会
議
趣
旨
説
明一
二
、
二
〇

衆
　
へ
　
回
　
付

衆
　
　
同
　
　
意



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆
　
　
　
議
　
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
考

３

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

内
閣
委
員
長

　
（
六
〇
、
一
二
、
一
二
）

六
〇
、
一
二
、
一
二

六
〇
、
一
二
、
一
二

六
〇
、
一
二
、
一
二

六
〇
、
一
二
、
一
九

可
　
　
決

六
〇
、
一
二
、
二
〇

可
　
　
決

六
〇
、
一
二
、
一
二

可
　
　
決

日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
法
案
（
第
百
二
回
国
会
閣
法
第
一
八

号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
国

立
競
技
場
と
日
本
学
校
健
康
会
を
統
合
し
、
そ
れ
ら
の
業
務
を
総
合

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
体
育
の
振
興
と
児
童
、
生
徒
等
の
健
康

の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い

　
う
。
）
は
、
法
人
と
す
る
こ
と
。

二
、
役
員

　
　
セ
ン
タ
ー
に
、
役
員
と
し
て
、
理
事
長
、
理
事
（
常
勤
五
人
以

　
内
、
非
常
勤
三
人
以
内
）
及
び
監
事
二
人
以
内
（
常
勤
一
人
、
非

　
常
勤
一
人
の
予
定
）
を
置
く
こ
と
。

三
、
運
営
審
議
会

　
　
セ
ン
タ
ー
に
、
理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
三
十
五
人
以
内

　
の
委
員
で
組
織
す
る
運
営
審
議
会
を
置
く
こ
と
。

四
、
業
務

　
　
セ
ン
タ
ー
は
、
国
立
競
技
場
及
び
日
本
学
校
健
康
会
の
業
務
を

　
承
継
し
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
。

　
１
　
そ
の
設
置
す
る
体
育
施
設
及
び
附
属
施
設
を
運
営
す
る
と
と

　
　
も
に
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
て
体
育
の
振
興
の
た
め
必
要

　
　
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

　
２
　
義
務
教
育
諸
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
災
害



　
　
に
つ
き
、
災
害
共
済
給
付
を
行
う
こ
と
（
高
等
学
校
、
高
等
専

　
　
門
学
校
、
幼
稚
園
又
は
保
育
所
の
管
理
下
に
お
け
る
生
徒
、
学

　
　
生
等
の
災
害
に
つ
い
て
も
、
災
害
共
済
給
付
を
行
う
こ
と
が
で

　
　
き
る
）
。

　
３
　
学
校
給
食
用
物
資
の
買
入
れ
、
売
渡
し
そ
の
他
供
給
に
関
す

　
　
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

　
４
　
体
育
、
学
校
安
全
及
び
学
校
給
食
に
関
し
て
、
調
査
研
究
、

　
　
資
料
の
収
集
・
提
供
及
び
普
及
充
実
に
関
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

　
５
　
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

　
６
　
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
目
的
達
成
に
必
要
な
業
務
を

　
　
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
７
　
セ
ン
タ
ー
は
、
右
に
掲
げ
る
各
業
務
の
ほ
か
、
当
該
業
務
の

　
　
遂
行
に
支
障
の
な
い
限
り
、
そ
の
設
置
す
る
体
育
施
設
及
び
附

　
　
属
施
設
を
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五
、
財
務
、
会
計
及
び
監
督
等

　
　
セ
ン
タ
ー
の
財
務
、
会
計
、
監
督
等
に
つ
い
て
、
一
般
の
特
殊

　
法
人
の
例
に
な
ら
い
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

六
、
そ
の
他
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
を
図
る
た
め
、
国
立
競

　
技
場
と
日
本
学
校
健
康
会
を
統
合
し
て
新
た
に
日
本
体
育
・
学
校
健

　
康
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
体
育
の
振
興
と
児
童
生
徒
等
の
健
康
の
保

　
持
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
先
国
会
に
継
続
審
査
と

　
な
り
、
去
る
十
一
月
十
四
日
可
決
、
本
院
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
統
合
の
利
点
と
今
後
の
運
営
方
針
、

　
学
校
保
健
教
育
の
充
実
、
学
校
災
害
の
防
止
と
給
付
業
務
の
適
正
化
、

　
学
校
給
食
に
お
け
る
民
間
委
託
の
あ
り
方
、
学
校
給
食
承
認
物
資
の

　
縮
小
と
物
資
経
理
か
ら
の
人
件
費
支
出
の
是
非
、
国
立
競
技
場
の
整

　
備
充
実
、
体
育
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
構
想
の
具
体
化
等
ス
ポ
ー
ツ
振

　
興
策
、
ド
ラ
フ
ト
制
度
の
高
校
野
球
へ
の
影
響
な
ど
の
諸
問
題
に
つ

　
い
て
、
参
考
人
を
呼
び
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
熱
心
な
質
疑
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存

　
じ
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
局
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を
代



表
し
て
粕
谷
委
員
よ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
項
目
か
ら
成
る
各
派
共
同
の
提
案
に
係
る
附
帯
決
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百

二
回
国
会
閣
法
第
八
二
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
人
口
の
高
齢
化
の
進
行
等
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

　
応
し
、
公
的
年
金
制
度
の
長
期
的
安
定
と
整
合
性
あ
る
発
展
を
図
る

　
た
め
、
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
等
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
私
立

　
学
校
教
職
員
共
済
組
合
の
組
合
員
等
に
つ
い
て
も
、
国
公
立
学
校
の

　
教
職
員
と
同
様
に
、
国
民
年
金
の
基
礎
年
金
制
度
を
適
用
す
る
と
と

　
も
に
、
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
の
報
酬

　
比
例
年
金
と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
長
期
給
付
の
種
類
は
、
退
職
共
済
年
金
、
障
害
共
済
年
金
、
障

　
害
一
時
金
及
び
遺
族
共
済
年
金
と
す
る
こ
と
。

二
、
長
期
給
付
の
給
付
額
の
算
定
基
礎
と
な
る
平
均
標
準
給
与
月
額

　
は
、
組
合
員
で
あ
つ
た
全
期
間
の
平
均
の
標
準
給
与
の
月
額
と
す

　
る
こ
と
。

三
、
長
期
給
付
の
支
給
等
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合

　
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
該
当
規
定
を
準
用
し
、
左
の

　
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

１
　
共
済
年
金
の
年
金
額
は
、
厚
生
年
金
と
同
様
の
算
定
方
式
に

　
よ
る
厚
生
年
金
相
当
部
分
の
年
金
額
と
そ
の
二
割
に
相
当
す
る

　
職
域
年
金
相
当
部
分
の
年
金
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

２
　
共
済
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
、
経
過
措
置
を
短
縮
し
て
昭

　
和
七
十
年
か
ら
六
十
歳
と
す
る
こ
と
（
本
則
は
六
十
五
歳
）
。

３
　
退
職
共
済
年
金
に
加
給
年
金
制
度
及
び
低
所
得
者
に
対
す
る

　
在
職
支
給
制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
公
的
年

　
金
の
併
給
調
整
の
実
施
、
所
得
制
限
の
強
化
等
を
行
う
こ
と
。

４
　
既
裁
定
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
分
以
後
そ

　
の
額
を
い
わ
ゆ
る
通
年
方
式
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る

　
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
額
が
従
前
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
と
き

　
は
、
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
後
の
年
金
額
と
す
る
こ
と
。



　
５
　
年
金
額
の
改
定
方
式
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
物
価
に
よ
る
自

　
　
動
ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用
す
る
こ
と
。

四
、
長
期
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
と
し
て
の
学
校
法
人
等

　
と
組
合
員
と
が
折
半
し
て
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
は
基
礎
年
金

　
拠
出
金
の
三
分
の
一
を
補
助
す
る
こ
と
。

五
、
標
準
給
与
の
最
高
額
を
四
十
六
万
円
か
ら
四
十
七
万
円
に
引
き

　
上
げ
る
こ
と
。

六
、
国
民
年
金
法
等
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

　
う
こ
と
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

修
正
要
旨

　
　
年
金
額
の
改
定
の
要
素
に
賃
金
を
加
え
、
職
域
年
金
相
当
部
分
の

　
支
給
要
件
を
緩
和
し
、
及
び
本
法
施
行
日
前
の
期
間
を
有
す
る
組
合

　
員
の
平
均
標
準
給
与
月
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
調
整
措
置
を
講
ず

　
る
旨
の
修
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
つ
て
お
り
ま
す
議
案
の
う
ち
、
文
教
委
員
会

　
で
議
了
い
た
し
ま
し
た
二
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
審
査
の
経
過

及
び
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
等
の
改
革
の
一
環
と
し

て
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
の
組
合
員
等
に
つ
い
て
も
、
国
民

年
金
に
お
け
る
基
礎
年
金
の
制
度
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
長
期
給

付
の
支
給
要
件
、
支
給
額
、
年
金
額
の
改
定
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
関
係
規

定
を
準
用
し
、
給
付
水
準
の
適
正
化
等
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
曽
根
総
理
大
臣
の
出
席
を
求
め
て
、

内
閣
、
地
方
行
政
、
農
林
水
産
の
三
つ
の
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査

会
を
開
く
な
ど
熱
心
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
質
疑
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
公
的
年
金
制
度
一
元
化
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
基
礎
年
金
の
水
準
と
国
庫
負
担
の
在
り
方
、
婦
人

の
年
金
権
の
確
立
、
私
学
共
済
の
経
理
状
況
と
今
回
の
改
革
が
与
え

る
影
響
、
平
均
標
準
給
与
月
額
の
算
定
方
法
そ
の
他
長
期
給
付
に
関

す
る
諸
般
の
問
題
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
採
決
に
よ
り
決
し
た
後
、
柳
川
委
員
よ



り
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
及
び
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代

表
し
て
、
年
金
額
の
改
定
要
素
に
賃
金
を
加
え
、
職
域
年
金
相
当
部

分
の
支
給
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
平
均
標
準
給
与
月
額
の
算

定
方
法
に
関
す
る
調
整
措
置
を
講
ず
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
本
修
正
案
に
対
し
、
政
府
か
ら
止
む
を
得
な
い
旨
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
討
論
に
入
り
、
原
案
及
び
修
正
案
に
つ
い
て
、
日
本
社

会
党
を
代
表
し
て
粕
谷
委
員
か
ら
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民

会
議
を
代
表
し
て
杉
山
委
員
か
ら
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代

表
し
て
中
西
委
員
か
ら
反
対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
関

委
員
か
ら
賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
か
ら
反
対
の

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
採
決
の
結
果
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
、
民
社
党

・
国
民
連
合
共
同
提
出
の
修
正
案
及
び
そ
の
修
正
部
分
を
除
く
原
案

は
、
賛
成
多
数
を
も
つ
て
可
決
さ
れ
、
よ
つ
て
本
案
は
修
正
議
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
八
項
目
か
ら
な
る
附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
国
民
の
文
化
的
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
し
、

明
日
へ
の
英
気
を
養
う
た
め
、
そ
の
前
日
及
び
翌
日
が
「
国
民
の
祝

日
」
に
当
た
る
場
合
、
そ
の
両
日
に
は
さ
ま
れ
た
日
す
な
わ
ち
五
月

四
日
を
休
日
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

日
が
日
曜
日
ま
た
は
振
替
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
当
然
に
そ
の
適

用
を
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
内
閣
委
員
長
の
提
出
に
か
か
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
い
て
は
、
別
に
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
三
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
国
民
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
し
、
明
日
へ
の

英
気
を
養
う
た
め
、
連
続
し
て
休
暇
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

前
日
及
び
翌
日
が
「
国
民
の
祝
日
」
に
な
る
日
（
五
月
四
日
）
を
休

日
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
日
曜
日
ま

た
は
振
替
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
適
用
を
除
外
す
る
も
の
と
す
る
。



こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
四
八
ペ
ー
ジ
参
照




